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各種センサー応用に関する研究
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簡易センサによる移動量推定
● スリッパ等に装着したセンサを利用して移動量推定を行う

● 加速度を2回積分することで移動量を推定
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気象センサを用いた気象情報ネットワークの構築
● 気象庁のアメダス：20km四方のメッシュ

●市販の簡易気象センサ：研究用で気象予報業務に使用でき
ない物でも高価
● 安価なセンサデパイスを用いて，数百mメッシュで気象デー
タを観測する

企業メリットI加速度，角速度，温湿度，気圧などのセンサの利用とマイコンとの接続

三加速度センサ，角速度センサ，温湿度センサ， 12C,SPI, マイコン

］主要な研究テーマ ij. 簡易センサによる移動量推定
・気象センサを用いた気象情報ネットワークの構築

技術相談に応じられる分野

• 12(, SPIといったインターフェイスのマイコン利用，組込みシステム (μITRON)

利用可能な装置等

• 特になし
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